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５月24日（日）第15会場　午後1:00～2:30

イ ギ リ ス 中 流 家 族 に お け る 夫 婦 関 係 の 変 化

お茶の水女子大家政　　松村真木子

（ Ｉ ）

目 的　　 現 代 イ ギ リ ス の 中 流 家 族 の 現 状 を 、夫 婦 関 係 の 変 化 を 中 心 に 明 ら か に す る 。

先 進 諸 国 に お い て 、女 子 就 業 率 が 、 Ｍ 字 型 を 示 す の は 、 イ ギ リ ス と 日 本 の み で あ る 。 そ の

た め 、 現 代 イ ギ リ ス女 性 の 結 婚 観 、 就 労 へ の 意 欲、 子 供 に 対 す る 教 育 観 を 明 ら か に す る こ

と を 目 的 と す る 。

方 法　　 面 接 調 査 お よ び 、 質 問 紙 留 置 法 に よ る 調 査 を 実 施 。 調 査 期 間 は1991 年9~  10

月 。 調 査 地 域　 ロ ン ド ン 郊 外 （ 中 産 階 級 住 宅 地 ） 。 調 査 対 象 は 、12 才 以 下 の 子 供 が 少 な く

と も 一 人 い る 夫 婦 。 面 接 は 、 合 計59 人 、（ 夫 婦18 組 、 夫 の み ３ 人 、 妻 の み20 人 ） 。 質 問 紙

回 収 率　52 ％ 、 有 効 票 数　90 票 、 （ 夫 婦41 組 、 夫 の み １ 票 、 妻 の み｡7 票 ） 。

結 果　　 （1  ） 結 婚 形 態 の 変 化　 ① 同 棲 の 増 加 に よ り 、 法 律 に 基 づ く 婚 姻 関 係 の 社

会 的 意 義 が 薄 く な っ て き て い る 。 ② 離 婚 、 婚 外 子 が 社 会 的 に 容 認 さ れ つ つ あ る 。 （ ２ ）

妻 の 就 労 の 変 化　 ① 妻 は 末 子 就 学 後 、 資 格 を 生 か せ る 仕 事 に 就 き、 社 会 参 加 す る 傾 向 が で

て き て い る 。 ② 央 は 、 妻 が 仕 事 を 持 つ こ と に 積 極 的 に 賛 成 し 、 援 助 を 与 え て い る 。 ③ 妻 は 、

所 得 の 増 加 よ り も 社 会 参 加 を 目 的 に 就 労 し て い る 。 ④ 家 庭 を 第 一 に 考 え て い る た め 、 パ ー

ト タ イ マ ー で 満 足 し て い る 。 ⑥ 妻 の 社 会 参 加 を 支 え る 社 会 的 な サ ポ ー ト シ ス テ ム と し て 、

ナ ニ ー（ 養 育 係 ） 、 オ ー ペ ア（ 外 国 人 子 守 り ） の 制 度 の 存 在 が 大 き い 。（ ３ ）　 育 児 の 変

化　 ① 子 供 に 高 等 教 育 を 受 け さ せ る こ と を 望 む よ う に な っ た 。 ② 女 子 に は 、 特 に 、 高 等 教

育 を 、 男 子 に は 、 生 活 能 力 を 身 に つ け る こ と を 望 む よ う に な っ て き て い る 。

68


